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 要 旨 

目的： 

短期のアルコール介入試験は広く研究されているが、精神科外来患者の報告はほとんど

ない。そこで、本研究では精神科外来患者への 2 種類の短期間アルコール介入の効果を検

討した。臨床の精神科の職員が介入を実施することにより、臨床研究における短期アルコ

ール介入に有用な情報を集めようと努力した。 

 

方法： 

 アルコール使用障害特定テスト(AUDIT)のスコアが有害または危険レベルの精神科の外

来患者を本研究の対象とした。対象者は、最小の介入群（評価、フィードバック、情報提

供のリーフレット）と短期のアルコール介入群に無作為に分けた。測定項目は、ベースラ

イン時と介入の 6か月後、12 か月後に測定した。第 1アウトカムは、介入 12 か月後の AUDIT

スコアの変化とした。 

 

結果： 

 150 人の患者が登録され、最小介入群 68 人と短期のアルコール介入群 82 人に分けられ

た。介入 12 か月後、両群ともに AUDIT スコアは少し低下したが両群間に有意な差は認めな

かった。12 か月後、 AUDIT スコアが危険レベルであった者のうち 21％が危険でないレベ

ルまで改善し、有害レベルであった者のうち８％が危険レベルまで改善した。 

 

結論： 

 短期のアルコール介入は、AUDIT スコアが危険または有害な精神科の患者のスコアを低

下させるかもしれない。この結果は精神科の患者における短期のアルコール介入は価値が

あることを示唆した。 

 

 


